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浜松ホトニクス社製 EMCCD カメラの販売終了に関して 

浜松ホトニクス株式会社製 ImagEM C9100-13 および、ImagEM-1K C9100-14 の両機種に関し

て最終発注受付 2014 年 3 月末日、生産終了受付 2014 年 9 月末日、メンテナンス終了 2021

年 3 月末日とアナウンスがされました。後継機種として ImagEM X2 C9100-23B が用意されて

いますが、1K モデルに関してはお問い合わせください。 
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